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１０月 月報

那須クラブ会長 主題

拓こう 築こう ワイズの世界

ＴＨＥ Ｙ‘Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦＮＡＳＵ

NETWORK NASU
ＣＨＡＲＴＥＲＥＤ １９９５

那須ワイズメンズク

ラブ

２０１６～２０１７年度 №２１３

２０１７～２０１８年度 主題
国際会長：(ＩＰ) Henry J Grindheim（ノールウェイ）

「ともに、光の中を歩もう」
アジア地域会長：（ＡＰ） Tung Ming Hsiao(台湾)

「ワイズ運動を尊重しよう」
東日本区理事：（ＲＤ）栗本 治郎（熱海）

「広げよう ワイズの仲間」
北東部長：鈴木 伊知郎（宇都宮東）

「距離に負けるな北東部、各クラブの個性を磨きましょう」

クラブ役員 事務局
会 長 ：田 村 修 也

副会長 ：村 田 榮

河 野 順 子

書 記 ：内 海 研 治

会 計 ：村 田・鈴 木

担当主事：内 海 研 治

ブリテン：田 村・村 田

９月例会データ—（出席率：８３．３％）

在 籍 者 ６名

例会出席者 ５名 メ ネ ッ ト ３名

ゲスト ２名

１０月 Happy Birthday

なし

今月の聖句

死よ、お前の勝利はどこにある

のか。死よ。お前のとげはどこ

にあるのか。

一コリント１５：５５

強調月間：ＥＭＣ／Ｅ

ＹＥＳ

９月（日本文化にふれる「茶道」）例会 ９月２２日(金) 於：遠山宗定師宅

日
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巻 頭 言

【どこに向かい生きるか】

担当主事・書記 内海 研治

ミッションとは最初の一粒の種であり、この種がな

ければ芽、幹は育たず、花、実は咲かないものである

ほど、根源的で絶対的なものである。しかしその反面、

月日が経ち、様々な人の手を経ると、その種が何だっ

たのかがわからなくなってしまう危うさも同時に孕ん

だものである。種をまく場所やタイミング（ビジョン）、

育て方（アクション）を間違うことによって、ミッシ

ョンは死滅する。もしこの種が何だったのかがわから

なくなったとき、人間の都合とエゴに支配された、架

空のものとなっている。つまり、ミッションからすべ

てが始まるのである。ミッションの解釈を間違ったり、

ぼやけたり、忘れたりした時に、ビジョンとアクショ

ンは必然的に的外れになる。そういう意味でミッショ

ンはビジョン、アクションに比べて比較にならないほ

ど重要なものであり、ミッションなしには何も生まれ

ない（育たない）ことになる。

どこに向かい生きるかということ（ミッション）は、

世界と私の間に普遍的な真理があると考えている。真

理とは、どれほど時間が経過したとしても、またどの

場所・空間・次元によっても変わらないことであり、

どのような人・ものにでもあてはまる本当のことであ

る。本当に大切な価値に気付き、真理の中に生きてい

くことができれば、私たちは世界が目指すべきミッシ

ョンに向かうことができるのではないだろうか。

お金やモノは、所有すればするほど、それを失うこ

とを恐れて不安になり、「もっとほしい」と連鎖に苦

しむこともあるが、目に見えないものは、増えれば増

えるほど、それを他者と分かち合いたいと思わせてく

れるものである。目に見える豊かさを分かつのではな

く、分かち合いの中にある豊かさを見つめれば、その

豊かさはなくなることはない。

ＹＭＣＡのミッション、さらには世界のミッション

をとらえ、私と世界の間にある真理とは何か、同じ「い

のち」として、どこに向かうべきなのか、与えられた

役割の中で見出していきたい。そして私から、とちぎ

ＹＭＣＡへ、世界へと、確かなミッションを射抜くア

クションの輪を繋げていくことを目指したい。

９月（日本の文化にふれる「茶道」）例会

担当主事 内海 研治

日時：９月２２日（金）１４： ３０～１７：００

場所：遠山宗定師匠茶室「清雪庵」宅

参加者：田村会長、河野副会長、村田副会長、原田、

内海の各メン。メネット：田村、村田、原田

ゲスト：遠山宗定師匠、宮崎照子（河野副会長友人）

合計：１０名

９月例会は、「日本文化にふれる」として茶道体験

をしました。昨年と同じく遠山宗定師匠宅「清雪庵」

にお邪魔し、作法の一つ一つの意味をご説明いただき

ながら、お茶を味わうことができました。私は茶事の

前に田村さんと「清雪庵」の広いお庭を歩きました。

植えられている木々や、きれいに咲く花々、名前を教

えていただきながら季節を感じることができました。

普段は見過ごしてしまうとても小さな草花にも名前が

あり、役割があることを知りました。みんな同じいの

ちであり、それぞれの部分が一つの身体であるように

思えました。

茶室には「にじり口」から入りました。茶道初体験

の私にとっては、「にじる」という言葉も馴染みがなく、

膝をつくようにして少しずつ次第に進むとのことです

が、ここには大きな役割があることを教えていただき

ました。「天下人でもにじり口をくぐった後はすべて

平等な人間になる」つまり、にじり口から入るものは

武士も商人も誰もが身分差がなく、同じように頭を下

げて入り茶室の中では皆平等に振舞われるということ

を表現しているとのことです。にじり口の前には刀掛

けがあることも教えていただきました。

お菓子や茶碗は少し早めの季節のものを用いると

のことです。茶碗は出されたときに自分の方に向いて

いるのが正面で、正面を避けて飲むことを教えていた

だきました。飲んだあとに模様を拝見いたしました。

私のものは海の波の様子が描かれておりました。

茶室の中もご説明いただき、洗練された設計がある

ことに気づかされました。必要でないものを削ぎ落と

したシンプルさ、自然を愛し自然な姿を求めるありの

ままの心、今在ることに感謝し、時の移ろいを肌で感

じる姿勢、清らかな美しさを感じ学ぶことができた茶

道体験でした。遠山先生、ありがとうございました。

これからも機会があればと願います。

１０月第２例会（役員会）報告

日 時：１０月６日（金）１８：３０～

場 所：ココス西那須野乃木店

出席者：田村会長、河野副会長、村田副会長、内海書

記、田村メネット

協議事項

１．９月例会の反省について

いろいろと勉強になる一時であった。ユースリーダー
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の参加がなかったのは少し残念である。次の機会はで

きれば囲炉裏のあるころに実施。

２．１０月（第１）例会について

１０月１４日（土）１５日（日）に行われるアジア学

院の収穫感謝の日の行事に参加。バザーを行い収益金

をアジア学院に捧げる。

３．１０月第２例会（役員会）について

１０月６日（金）午後６時３０分よりココス西那須野

乃木店にて開催する。

協議内容は１０月例会、１１月例会、ブリテンの原稿、

その他

４．１０月第２例会（バザーの準備）について

１０月１３日（金）午後４時より田村会長宅にてバザ

ーの準備を行う。

５．１１月第１例会について

１１月４日（土）午前１０時から那須街道美林での植

樹例会を行う。

６．１１月第２例会（役員会）について

日程の関係で１１月１７日（金）に行う。議題は、１

２月例会、ブリテンの発行等。

５．その他

・とちぎＹＭＣＡ（さくらんぼ幼稚園）のバザーが１

１月３日に行われる。

・シイタケ昆布を購入する。

・新しいＹＭＣＡのマークに１０月より変更される。

それに伴いＴシャツが伸長される。アジア学院のバザ

ーでお披露目する。

今後の予定

・１０月（第１）例会

日時：１０月１４日（土）・日（日）

場所：アジア学院

内容：アジア学院収穫感謝の日にバザーを実施

・１０月役員会（第２例会）

日時：１０月６日（金）午後６時３０分～

場所：ココス西那須野乃木店

内容：１０月（アジア学院バザー）例会、１１月例会

（植樹例会）、１０月号ブリテンの発行等。

日時：１０月１３日（金）午後４時～

場所：田村会長宅内容：バザーの準備

・１１月（植樹）例会

日時：１１月４日（土）１０：００～１３：００

場所：那須街道美林駐車場

北東部会・宇都宮東クラブ２５周年記念例会

報告：村田 榮

９月９日（土）午後１時から宇都宮グランドホテル

で開催された、北東部会・宇都宮東クラブ２５周年記

念例会に田村会長、原田メン、原田メネット、村田の

４名が参加した。参加者は、東日本区理事栗本ワイズ

をはじめ、北海道から静岡までの７２名であった。

部会は、ナーセレ

モニーで始まり、

部長挨拶、理事挨

拶、バ各クラブの

報告が行われた。

２０１６年ブース

ター賞（年間に３名以上のメンバー獲得）が石巻広域

クラブの３名（（平井、清水、日野）に贈られた。

講演会は、東クラブのメンバーであり、公益社団法

人認知症の人と家族の会栃木支部長の金澤林子氏より

「認知症になっても繋がる人（家族と当事者に寄り添

い）」と題して石倉サロンで行われている活動につい

ての報告があった。その後、宇都宮東クラブ設立２５

周年記念例会が行われた。おいしい食事をいただきな

がら和気あいあいとした会でした。食事中Heven’s

Shoutゴスペルコンサートがあった。Heven’s Shout

は、病に苦しんでいる人特にがん患者人たちに癒しの

言葉を伝える活動をされています。

旧西那須野（那須西原）の緑と水（５５回）

田村修也

このようにして、明治１８年４月１日付けで太政大

臣三条実美から念願の指令が下付され、那須疏水大水

路開鑿の工事着工が現実のものとなりました。ここで

別の資料による視点から、もう一度那須疏水開鑿の願

いが政府に認可されるに至った経緯を振り返って見た

いと思います。

先ず第１回目の上京と運河予定線の測量について

です。飲用水路は開通しましたが、印南さん矢板さん

は当初の運河計画を諦めてはいませんでした。すでに

飲用水路の完成が間近い明治１５年（１８８２）１０

月中、印南さんと矢板さんは「那須郡細竹村地内那珂

川ヨリ塩谷郡氏家駅地内鬼怒川ニ達スル通船水路測量

之儀請願」を藤川為親栃木県令あてに提出しています。

この内容は、福島県安積疏水工事にあたって、農商務

省疏水掛の一行が那須野が原を通行する際に、疏水の

測量術を施してくれるように農商務省に上申していた

だきたいという内容のものでした。これは実現しなか
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ったようですが、印南さんと矢板さんが飲用水路の完

成を目前に控えている中にあっても、決して運河を断

念いていなかったことがよく表れています。約１年後

の明治１６年（１８８３）１０月になって、印南さん

と矢板さんはついに上京して運河開鑿等について政府

要人への陳情・請願を展開することになりました。上

京の目的は運河開鑿を第一としながらも、印南さんが

社長、そして矢板さんが幹事をやっていた那須開墾社

関係、特に東京の株主を訪問したり、新たな株主を募

集することも大きな目的でした。印南さんと矢板さん

は１０月７日に出発、栃木まで人力車、栃木から蒸気

船に乗って上京しました。そして神田の三河屋に宿を

定めて、連日陳情や株の勧誘などを行いました。印南

さんと矢板さんの上京メモには、訪問予定者と思われ

る政府高官など３３名が記されています。その主だっ

た人物は、松方正義（大蔵卿）、伊藤博文（参議）、西

郷従道（農商務卿）、大山巌（陸軍卿）、佐々木高行（工

部卿）、山県有朋（参議）、徳大寺実則（宮内卿）、有栖

川宮熾仁親王、勝海舟（元海軍卿）、大隈重信（参議）、

西園寺公望（後文部大臣）、品川弥二郎（農商務大輔）、

杉孫七郎（宮内大輔）、吉田清成（外務大輔）、吉井友

実（日本鉄道社長）三島通庸（栃木県令）、マックスフ

ェスカ（お雇外人）といった人々です。これらを見て

みますと、実に当時の政府の最も重要なポストに就い

ている方々であって、今日ではそのほとんどが歴史上

の人物であります。これらの訪問予定者のすべてに面

会したか否かは不明ですが、その後の大水路開鑿賛成

者名簿から見まして、ほぼ実現したものと思われます。

この内の何人かは既に印南さん矢板さんと面識があっ

たことは確かですが、これだけの要人を訪ね歩くこと

は容易な事ではなかったはずです。これは印南さん矢

板さんにとって当初の株主であった地方農村指導者の

没落後の那須開墾社経営の建て直しと、運河開鑿をど

うしても実現させようという強い決意と情熱があった

ことを如実に示すと共に、印南さん矢板さんの驚異的

な、いや想像を絶する不屈の勇気と行動力の素晴らし

さを示すものであります。西那須野教会創設者の田嶋

弥三郎さんたち群馬県島村の養蚕業の指導者の方々が、

明治１０年に横浜から船で太平洋を横断し、サンフラ

ンシスコから開通間もない大陸横断鉄道でアメリカを

横断しニューヨークへ、そして大西洋を船旅でイギリ

スへ、更にフランスに上陸してイタリアのミラノまで

行って、事務所を開設して、蚕種の交易を行ったとい

う事実にも見られるように、明治の農村指導者のスケ

ールの大きさには圧倒されます。 次月号に続く

西那須野幼稚園だより

学校法人 西那須野学園 西那須野幼稚園

理事長・園長 福本光夫

９月１７日に日本特殊教育学会に参加してきました。

基調講演は１度拝聴したかった杉山登志郎さん(福井

大学子どものこころ発達研究センター・浜松医科大学)

です。発達障害や愛着障害についての日本を代表する

児童精神科医の１人です。

彼は、「性的虐待における後頭葉の萎縮、及び脳梁

の萎縮、暴言被曝による側頭葉の増大、体罰による前

頭前野の萎縮など、ＤＶ(家庭内暴力)目撃による視覚

野の萎縮、複合的虐待における海馬の萎縮など(友田２

０１５)」、「被虐待児の脳波の異常率は発達障害児よ

り高い」と報告しました。つまり、最近の脳科学の成

果の一部によると、虐待を受けた子どもの脳は、器質

的、機能的な変化が起きるというものです。これによ

り、乳幼児期はその子ども自身の現在と将来にとって

とても大切な時期であることが脳科学的に根拠に基づ

いて報告されました。

保護者の皆様は子育てで大変ななか過ごされている

と考えます。野球のキャッチボールは、相手の胸に返

球するのが基本です。私たち大人は、どんな時も子ど

もたちの気持ちに寄り添い、きちんと応答する大切さ

をあらためて考えさせられました。(しらゆり

2017.9.22加筆修正)

学校法人アジア学院だより

学校法人 アジア学院

校長 荒川 朋子

アジア学院の学生選考

アジア学院では毎年９月頃から次年度の学生の選

考が始まる。この学生選考のプロセスは長く複雑であ

る。また数あるアジア学院の作業の中で、最も重要な

作業のひとつである。なぜなら、アジア学院の研修は

職員が作り上げて一方的に提供するようなものではな

く、研修に加わる学生、ボランティア、職員、さらに

はキャンパスにいる家畜、野菜・作物と共に作り上げ

ていくもので、参加する学生の質が高ければ、自ずと

研修の質も上がってくるからである。次年度の研修は

学生選考から始まっていると言っても過言ではないの

だ。

アジア学院の学生選考のプロセスは簡単に言うと

以下のようになっている。まず応募者は個人では応募

できない。必ず農村開発に関わる団体、組織、グルー

プ等に所属していて、最低でも３年間の農村開発の現

場での経験が条件である。応募はまずその所属団体が

アジア学院に応募をしてくることろから始まる。アジ
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ア学院はその所属団体の活動や実績をよく調べ、その

団体に所属するスタッフ（つまりアジア学院に送りた

いと思っている人物）が、アジア学院で研修を受ける

ことによって十分にそれを自分の団体、また対象とす

る地元の人々のために活かすことができる団体である

かを精査する。また同時にその団体がアジア学院に送

りたいと思っている人物について紹介してもらう。そ

の人を送りたいと思う理由、経験、実績、動機、将来

の計画などについて書いてもらい、アピールをしても

らうのである。それが第一ステップである。

この第１ステップを通過した団体に初めて応募用

紙が送られる。その応募用紙の質問事項は多岐に亘り、

その中には活動する地域の社会、経済状況、幼い頃の

経験、自分の目指す人物像、高見先生のエッセイを読

んだ感想文、１日の典型的なスケジュールなども含ま

れる。日本にいる私たちは現地に行って面接をするこ

とができないので、その人物について書面で伝えても

らえることはできるだけ多く伝えてもらうように努め

る。応募者も英語が達者な人ばかりではないので、さ

ぞかし苦労をされていることと思う。

この段階で最終選考に残る有力候補者が絞られて

くる。そしてこのくらいの段階で、現地で卒業生が訪

問できる範囲にいる応募者であれば、卒業生に依頼を

し、現地での面接に臨んでもらうことになる。やはり

どんなに書面でいいことが書かれていても、現実が書

かれていたことと全く違っていることもあるからだ。

百聞は一見に如かずである。卒業生は、時には丸１日

かかりで悪路を走り続けて応募者に会いに行ってくれ

ることもある。卒業生の協力には頭が上がらない思い

である。

こうして卒業生による面接も終わると、いよいよ最

終選考者が出揃う。毎年９月頃だ。ここまでの作業は

学生選考担当職員とその補佐のボランティアたちによ

って何カ月にも亘って（時には数年がかりで）進めら

れてくるのだが、ここから先は他の職員も加わっての

作業となる。最終選考者を地域別に分け、それに合わ

せて職員も幾つかのチームに分かれ、各応募者に関わ

る書類を読み込んでいくのだ。普段の仕事をしながら

になるので、この作業に大体１か月くらいを要する。

地域別に分かれた選考チームが議論を重ねて応募者の

評価をすると、その評価が今度は最終選考チームに上

がってくる。この最終選考チームには各地域グループ

のリーダー、学生選考担当職員と校長が含まれる。最

終選考チームは地域チームからの評価を受けてさらに

議論し、応募者ひとりひとりについて最終評価を下す。

これでようやく合格者が決定する。１０月も終わる頃

である。

学生選考はこれで終わるが、学生の招へい作業はこ

こから始まる。世界の辺境の地から、海外に出るのは

ほとんど初めてという人たちを日本に３月末までに確

実に来てもらうためには膨大な連絡や手続きが必要で、

道のりは長い。学生選考担当者の忍耐強い仕事は永遠

と続くのであります。

ＹＭＣＡだより

【第30回ユースボランティア・リーダーズフォーラ

ムに参加してきました！】

９月８日（金）～９月１０日（日）に東京Ｙｍｃａ

山中湖センターにて第３０回 ユースボランティア・リ

ーダーズフォーラムが開催されました。ユースボラン

ティアリーダーズフォーラムはリーダー歴が２年以内

の経験の浅いリーダーを対象に野外活動の場を通して、

「今、リーダーに求められること」を普遍のテーマと

して行われているトレーニングキャンプです。東日本

のユースリーダー３１名が集まり、基調講演やプログ

ラムに参加し、

子どもたちと

の関わり方や

グループワー

クなどについ

て学びを深め

ていきました。

とちぎYMCA

からは３名のリーダーと１名のスタッフが参加しまし

た。来年度はとちぎＹＭＣＡが主管となり、このプロ

グラムを運営いたします。オールとちぎＹＭＣＡとし

てご協力賜りますようよろしくお願いいたします。

【とちぎＹＭＣＡ・那須ＹＭＣＡの１０月の予定】

・１０/１（日） さくらんぼ幼稚園運動会

・１０/７（土）－９（月） 全国ＹＭＣＡリーダー研

修会＠広島ＹＭＣＡ

※とちぎＹでは３名のリーダーが参加します。

・１０/７（土）World Travel Kids@東武ワールドスク

エア

・１０/１４（土） サタデークラブ＠アジア学院（収

穫感謝の日に参加）

・１０/１５（日） Ｙキッズ＠鹿沼市自然体験交流セ

ンター（野外炊飯）

・１０/２１（土） わくわくトライキッズ（染め物体

験）

・１０/２１（土）―２２（日）ふじさんぽ（チャリテ

ィラン支援プログラム）

・１０/２５（水）－３１（火）英会話教室ハロウィン
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※那須ＹＭＣＡの付近を周り、トリック・オア・

トリートを行います。

・１０/２８（土） トライ東ホーンテッドマンション

・１０/２９（日） ウィンタープログラムキックオフ

リーダートレーニング＠宇都宮ＹＭＣＡ

ユースリーダーのつぶやきコーナー

１.大橋理乃（さわー）

２.国際医療福祉大学・薬学科1年

３.宇都宮

４.子供が好き

で、子供とかか

わるボランティ

アがしたかった

から

５.夏の赤城グ

リーンキャンプ

初めてのことだらけで大変だったけど、子供たちと宿

泊することで１日の活動よりももっと仲良くなること

ができたから

６.薬剤師

７.まだＹＭＣＡに入って１年目ですが、これからも活

動を通してたくさんのことを吸収していきたいと思い

ます！がんばります！

１. 車田かれん（てぃー）

２.国際医療福祉大学・言語聴覚学科１年

３.福島県

４.子供が

好きだから

５.赤城グ

リーンキャ

ンプ

２日間朝から晩までずっと活動するのは初めてで、大

変な思いもあったが、その分、とても良い思い出にな

ったから

６.小児領域専門の言語聴覚士

７.活動を通して、自分も成長出来るようにしていきた

いです！これからもよろしくお願いします！

11月例会案内

１.名前（リーダー名）２.学校名３.出身地４.ＹＭＣＡに入

ったきっかけは？５.思い出に残った活動とその理由は？６.

今後の進路は？７.ＹＭＣＡに一言


